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会 議 の 要 旨 

会議の名称 第１回川越市介護保険事業計画等推進委員会 

開催日時 
平成２４年１２月２６日（水） 

 午後１時３０分 開会 ・ 午後２時３０分 閉会 

開催場所 総合保健センター研修室（３階） 

議長氏名 委員長 齊藤 正身   

出席委員氏名 

三浦委員、桐野委員、高梨委員、山木委員、若海委員、川口委員 

小野寺委員、宮山委員、矢部委員、橋本委員、長峰委員、荻野委員 

大野委員、矢澤委員、芝波田委員、向坂委員、米原委員、原委員、 

長田委員、小林委員、矢代委員、横田委員 

欠席委員氏名 なし 

事務局職員氏名 

栗原福祉部長 

高齢者いきがい課：岡村課長、宮下副課長、内田主幹、佐藤主幹 

関根主任、浦主事補  

健康づくり支援課：佐藤課長、忍田主査 

介護保険課：関根参事、久津間副課長、関口主査、藪野主査 

      金田主任、正田主事 

会議次第 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 委嘱書の交付 

４ 委員長、副委員長の選出 

５ 報告事項 

６ 議事 

７ その他 

８ 事務連絡 

９ 閉会 

配布資料 

１ 次第 

２ 第１４回川越市介護保険事業計画等推進委員会の要旨…（資料１） 

３ 川越市高齢者保健福祉計画・第６期川越市介護保険事業計画に向けて 

…（資料２）（当日配布） 

４ 参考資料（１介護保険事業に係る保険給付の円滑な実施を確保するた

めの基本的な指針、２第５期介護保険事業計画の作成に併せた老人福

祉計画の見直しについて）…（当日配布） 

５ 川越市市民後見推進事業の実施について…（当日配布）  
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議 事 の 経 過 

１ 開会 

    

２ あいさつ 

   福祉部長による開会のあいさつ。 

    

３ 委嘱書の交付 

 

４ 委員長、副委員長の選出 

   選出方法について、各委員に意見を求めたところ、選出方法は、指名推薦をもって行う

ことに決定。 

   齊藤委員が指名を受け、委員長に選出された。同様に、副委員長は宮山委員が指名によ

り選出された。 

   

５ 報告事項 

（１）第１４回川越市介護保険事業計画等推進委員会について 

   事務局より、資料１を用いて、第１４回介護保険事業計画等推進委員会の開催内容につ

いて報告後、高齢者いきがい課長より補足説明。 

 

（高齢者いきがい課長） 

  前回の議事であった、配食サービス事業が事務事業外部評価の対象となりました。 

 評価人の意見として、「高齢化が進む中、このままの形では財源が続かなくなる。また、そ 

の負担を若い世代に求めるような事業は見直すべきである」、「民間の配食サービスも充実 

してきていることから、民間の活力を利用するべきではないか」、「ただし、丸投げになら

ないよう市としては何をしていくべきか、また、行政の役割と責任、それらを明確にした

うえで見直しをしていくべきであろう」、「対象者の基準の明確化の必要があるのではない

か」「本人の費用負担の見直し・再設定を行うべきであろう」、「安否確認の方法が不明確な

点がある。特に、市を中心とした、ネットワークにおける情報共有の仕組みを整備してか

ら、見直しを行うべきであろう」といった御意見をいただきました。 

今後は、当委員会でいただいた御意見、外部評価人からの意見、利用者等を対象として行

ったアンケート結果、他市の事例等を参考としながら、川越市の配食サービスの在り方を

検討し、見直しの素案ができ次第、当委員会に御提案させていただきたいと考えておりま

す  

   また、こちらも前回の議事でありました、今後の地域包括支援センターと在宅介護支援

センターについてですが、前回の委員会で御承認をいただいた後、地域包括支援センター

のブランチの設置及び在宅介護支援センターの廃止が決定し、川越市議会保健福祉常任委

員会において報告させていただきました。 

今後市民への周知を十分行っていくとともに、現在在宅介護支援センターを利用してい

る方の、地域包括支援センターへの引き継ぎを確実に行い、利用者の混乱や、サービスの

質の低下を防ぎたいと考えております。 
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今回は、総合相談窓口機能に特化したブランチの設置ですが、今後も介護保険事業計画

の見直しに併せて、日常生活圏域の見直し及び細分化を行い、地域包括支援センターの増

設による、地域包括ケアの推進体制の強化・充実を図っていきたいと考えております。 

 

６ 議事 

（１）川越市高齢者保健福祉計画・第６期川越市介護保険事業計画に向けて 

    事務局より、資料２を用いて説明。 

・施設見学を行うということだが、行先は決定しているのか。 

  ユニット型の特別養護老人ホームと、グループホームもしくは小規模多機能型居宅介 

 の２種類で検討しています。  

 

・川越市に現在ないサービスで、今後整備を進めていかなければならないものもあると思 

 う。見学だけではなく、他市の事業所の資料等もあればいいと思う。 

 

・事務局案について承認してよろしいか。 

   （一同承認） 

 

   

７ その他 

（１） 川越市市民後見推進事業の実施について 

事務局より、「川越市市民後見推進事業の実施について」を用いて説明。 

 

８ 事務連絡 

  ・次回委員会は２月を予定。詳細は、決定次第通知いたします。 

 

９ 閉会 

 


